つばき保育園
２０２５年度　社会福祉法人はなぞの会　こども園・保育園　施設関係者評価
目標：社会福祉法人はなぞの会のこども園・保育園が、お互いに客観的な視点で施設評価を行うことで、保育の資質向上を目指す
評価日２０２５年１０月２１日
評価者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役　職　社会福祉法人はなぞの会　　
氏　名　　　理事長　　安藤香澄　　

【保育・教育理念】
はなぞの会の保育理念が日常の保育・教育に反映されているか
保育理念を会議で確認し合い、全体的な計画を立て、年度途中の会議においても話し合いを丁寧に行っていることがうかがえた。主任は保育理念が浸透していくために保育内容について一つ一つ職員に指導し確認していた。園長は、職員が協力し合える環境つくり、保護者が保育方針に理解を深めていけるよう面談や面接などで丁寧に対応している。（ヒアリング、記録）







【人権尊重】
常に子どもの立場にたって、子どもの成長に最善となるような取組（関わり・配慮）がなされているか
一人ひとりの存在をないがしろにしない、保育の環境、内容を設定している。「子どもの権利条約」の掲示、職員会議での読み合わせを行っている。
具体的には０歳児からのプライベートゾーン教育、男性保育士の役割分担、子どもの名前を呼び捨てにせず略さないで〇〇さんと呼ぶ（職員間も同様）
外国籍の家庭には行事や配布物の内容を丁寧に伝えている。







【情報保護】
個人情報の保護は適切であるか
個人情報保護規定に基づき、園児の記録、情報は事務所で厳重に管理し持ち出しはできない。個人情報の取り扱いは保護者の同意書に基づいている。
職員は入職時に個人情報等の秘密保持についての誓約書を交わしており、適切に対応されている。






【苦情対応】
意見や苦情に対して適切に対応できているか
ご意見ご要望の対応マニュアルに基づき、速やかに対応している。保護者には入園児及び園説明会でシステムの説明を行う。ご意見箱の活用もされている。適切な対応である。



【保健・衛生】
園児の感染症等の情報提供、日常の健康観察や感染症の拡大防止等の取り組みがなされているか
家庭とのやり取りでは個々に園児の健康状態を確認し、園での様子を伝える。感染症が発生した場合は個人が特定されないように配慮しアプリまたは掲示板で発生状況の報告と感染拡大防止についての注意喚起を行う。
感染症防止マニュアル、保健衛生マニュアルに基づいて適切に対応されている。





[bookmark: _Hlk210656748]【安全】
救急・防犯・避難訓練等を通して、職員・園児の安全対応能力の向上を図るための取り組みがなされているか
安全計画に基づき月１回の避難訓練、不審者対応訓練、AED・救急訓練、園児の交通安全教室、花火教室を実施している。保健・衛生の項目とかぶる内容となるが、園内の事故発生防止委員会において計画、実行、振り返りをしている。
活動についてはアプリや掲示板で保護者に報告し情報共有している。






【運営】
施設・設備の環境や管理等、運営は適切になされているか
配置基準を上回る職員配置で園児一人ひとりに適切に対応している。（昨年度、運営法人が変わったことにより、保護者、園児は不安定な状態であったため）
おもちゃや備品の消毒はマニュアルに則って適切に行い、日々のヒヤリハットを記録し、職員間で報告して情報共有、振り返り対策することを実践している。
ノンコンタクトタイムの導入により持ち帰り仕事、時間外勤務をなくし、職員のﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽに配慮している。








【環境美化】
園内外の清掃、モノの整理整頓、清潔で整然とした環境になっているか。また、季節感等が感じられる工夫がなされているか。

四季に合った季節感のある装飾を職員が話し合い、協力し合いながら行っている。素材や色を工夫し、園内が落ち着く空間となるよう心掛けていると主任。
各部屋はきれいに整頓され、清掃が行き届き、花が飾られており、環境美化を意識した環境となっている。





【保育室】
室内の環境が子どもの発達に合わせて工夫され、玩具等適切に配置されているか。
机上、粗大、役割、お世話、絵本、積木など様々な遊びの要素のおもちゃがバランスよく、クラス年齢や発達年齢に合ったものを選定して設置されている。
机や椅子の高さ個々に合わせて調整し、成長に合わせて調整板が用意されている。
おもちゃは乳児、幼児共に色や素材、大きさ、に配慮して年齢に合ったものを必要量用意されている。生活、遊びを通して子どもの主体性が重んじられている。






【保育内容】
全体的な計画に基づき、「歳児別保育目標」を意識した保育が展開されているか。
０歳児
・担当保育士など特定の大人との愛着関係、信頼関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が適切に満たされることで安心して生活する
１歳児
・様々な欲求や自己主張など、自我の育ちを十分に受け止めてもらいながら、大人との信頼関係を基盤として自ら関わろうとする意欲が高まる
２歳児
・大人との安定した関係の中で、自分のことを自分でしようとする意欲が高まる。また、自分の意志や欲求を言葉で表現し、言葉を交わし合う喜びを知る
３歳児
・自分についての認識と同時に身近な環境への認識が少しずつ深まり、大人とだけでなく、子ども同士での関わりを楽しむ。
４歳児
・子ども同士の遊びが豊かに展開し、仲間といる楽しさや喜びを感じると同時に自己主張のぶつかり合いや悔しさなどさまざまな葛藤も経験する。
５歳児
・経験や知識を生かし、創意工夫を重ね、仲間と協力して遊びを発展させる。仲間への信頼感や自分への自信を持ち、就学への意欲が高まり期待を抱く。



乳児は育児担当制で一人ひとりの発達に沿って関わり、クラスの遊び環境はバランスと美しさを意識して設定されている。
幼児の異年齢保育箱から子への遊びの伝承を目指し、わらべうたや役割あそび、様々な文化体験を実践している。
一人ひとりが安心して過ごせるようにと、乳児、幼児クラス共に生活面を丁寧に確認し対応している。保護者とはアプリで発達記録、日常生活の様子を共有し、懇談会などで現状と課題を丁寧に伝えており、常に歳児別保育目標を意識して保育展開されている。












【全体を通して】
昨年度、法人間の運営譲受により引き継いだため、保護者理解、職員教育、職員間の連携、園児の生活の見直し、保育内容の改善、保育の環境設定など課題は山積していたところであるが、会議やお便りなどでそれらの課題や現状を話し合い、発信し、懇談会や保育参加などにより保護者理解、職員の連携を進めている。
今年度も保護者に対して一つ一つの行事の趣旨を説明し、アンケートを取り、それを次回につなげていくという姿勢が見られる。保育の理念及び方針の理解を一層深め、協力的な関係つくりが進んでいくものと感じられる。
しかし、子どもの姿には、生活面での自立や発達年齢に対して社会性の未熟さ、遊びの展開の乏しさなどの課題が見られる。一昨年度までの生活の積み重ねによるものであり、引き続き丁寧な関わりと環境整備により子どもの成長発達に期待が持てる。
8月、年度途中での園長交代により職員の不安が多少は見られたものの、現園長がスピード感をもって細やかに対応している。主任保育士との安定した関係性が職員の安心感に繋がっている。








